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地力の低下している鉱害復旧田でのヒノヒカリに対する緩効性肥料の効果

[要約］下層土混入により作土の地力が低下した錘豊迄｣旦旦において、 ヒノヒカリ

を栽培する場合、地力に応じて、基肥に鐙効性肥料を併用することによって、収堂低

下を防止でき、中間追肥施用に比べて施肥堂、施肥回数を節減できる。
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［背景・ねらい］

鉱害復旧田は、復旧時の表土扱いの際に作土に下層土が混入しやすく、作土の地力が低

下した圃場が多い。このような地力が低下した復旧田において水稲を栽培する場合、移植

後10～25日の間に中間追肥を行う必要があるため、施肥の手間や施肥量が増加する。そこ

で、肥効の長い緩効性肥料（ＬＰコート）を基肥に併用し、ヒノヒカリに対する施肥の省

力化を図る。

［成果の内容・特徴］

①緩効性肥料を基肥に併用すると、中間追肥を施用する場合に比べて15～20％の窒素が減

肥でき、しかも２回目の穂肥を省略できる（表ユ、２）。

②下層土が混入し地力（アンモニア化成堂）が低下した土壊では、地力のレベルに応じて、

基肥の緩効性肥料を増すことによって、標準的収量（530～540kg/10a）が薙保できる。施

用堂の目安は、アンモニア化成量4mgの場合は緩効性肥料（窒素成分）6.5kg/10a、１１mgの

場合は1.5kg/10a程度である（表１）。

③緩効性肥料を基肥に併用すると、中間追肥を施用する場合に比べて茎数の増加は遅れる

が、穂数は増加する（表２）。

［成果の活用面・留意点］

①水稲栽培技術指針に掲載し、細粒質土壊を作土とする鉱害復旧田及び心土に痩薄な土壌

を客入した圃場整備田において活用する。

②生育期間中の気象条件（低温等）によっては、緩効性肥料の効果が十分に発揮できない

場合がある。

③地力が低いほ場では、有機物施用等による地力の増強を並行して行うことが重要である。

④施用童は、土壌のアンモニア化成量を測定して決める。
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表１収量及び外観品質
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[具体的データ］
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注）①データは平成２年、４年の平均値。
②LPはLPｺー ﾄ100号、基肥の化成、追肥及び穂肥は速効性の化成肥料を用いた。
③追肥は、移植2週間後及び3週間後に施用した。
④（）は指数、下層土混入率0％、基肥６kg一穂肥２＋1.5ｋｇ処理を100とした。
⑤検査等級は、１上～3下を1～9で示した。

表２生育及び窒素吸収量
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②施肥の内容は、第１表の注と同じ。
③茎数項の25日、４５日は移植後の日数。
④各年とも倒伏は発生していない。
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